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参考資料１ 第 10 回要介護認定情報・介護レセプト等 

情報の提供に関する有識者会議 
 
 

「要介護認定情報・介護レセプト等情報の提供に関する有識者会議」開催要綱 

 

１ 目的 

介護保険法（平成 9年法律第 123号）第 118条の２の規定に基づき、厚生労働省が構築す

る介護保険総合データベースのデータ（以下、単に「データ」という。）について、国民の

健康の保持増進及びその有する能力の維持向上等に資する調査・分析を行う用途で、データ

の利用申請があった場合に、データ利用の公益性等について検討・意見交換を行い、厚生労

働大臣が申請者に対するデータ提供の可否を決定するにあたり、助言することを目的とする。 

 

２ 検討項目 

要介護認定情報等の提供に関する有識者会議（以下「有識者会議」という。）は、申請の

あったデータ利用の公益性等について、次の①から⑥までに掲げる事項についてそれぞれ評

価し、総合的に勘案した上で、助言する。 

①データの利用目的 

②データ利用の必要性 

③データ利用の緊急性 

④データ利用申請に関連する分野での過去の研究実績、データ分析に係る人的体制 

⑤データの利用場所並びに保管場所及び管理方法 

⑥データ分析の結果の公表の有無 

 

３ 構成 

○ 有識者会議は、別紙のとおり、介護保険制度、介護サービス、統計分析、研究倫理、個

人情報の保護等の分野の有識者のほか、関係団体の代表者で構成する。 

○ 座長は、有識者会議の構成員の中から互選により選出することとする。座長は、有識者

会議の事務を総理し、有識者会議を代表することとする。座長に事故があるときは、あ

らかじめ座長の指名する構成員が、その職務を代行することとする。 

○ 有識者会議は、案件の内容に応じ、補充的に専門家による意見陳述、関係資料や意見書

の提出等を求めるほか、必要に応じ、有識者会議の議決を経た上で臨時構成員を委嘱す

る。 

 

４ 運営 

○ 有識者会議は、申請状況を考慮した上で、随時開催する。 

○ 有識者会議は、利用申請の対象となる情報について、個人情報の保護の観点から特別な

配慮が必要と認める場合を除き、公開で行う。 

○ 有識者会議の庶務は、厚生労働省老健局老人保健課において処理する。 

○ １から４までに定めるもののほか、有識者会議の運営に関し必要な事項は、座長が有識

者会議に諮って定めることとする。 


